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問５ 次の文章は，風力発電に関する記述である。 

風力発電は，風のエネルギーによって風車で発電機を駆動し発電を行う。風車

は回転軸の方向により水平軸風車と垂直軸風車に分けられ，大電力用には主に

    (ｱ)    軸風車が用いられる。 

風がもつ運動エネルギーは風速の    (ｲ)    乗に比例する。また，プロペラ型風

車を用いた風力発電で取り出せる電力は，損失を無視すると風速の    (ｳ)    乗に

比例する。風が得られれば電力を発生できるため，発電するときに二酸化炭素を

排出しない再生可能エネルギーであり，また，出力変動の    (ｴ)    電源とされる。 

発電機には誘導発電機や同期発電機が用いられる。同期発電機を用いてロータ

の回転速度を可変とした場合には，発生した電力は    (ｵ)    を介して電力系統へ

送電される。 

 

上記の記述中の空白箇所(ｱ)～(ｵ)に当てはまる組合せとして，正しいものを次

の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

 

 (ｱ)  (ｲ)  (ｳ)  (ｴ)  (ｵ) 

(1) 水平  2  2  小さい  増速機 

(2) 水平  2  3  大きい  電力変換装置 

(3) 水平  3  3  大きい  電力変換装置 

(4) 垂直  3  2  小さい  増速機 

(5) 垂直  2  3  大きい  電力変換装置 
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問６ 電力系統の電圧調整に関する記述として，誤っているものを次の(1)～(5)の

うちから一つ選べ。 

(1) 線路リアクタンスが大きい送電線路では，受電端において進相コンデンサを

負荷に並列することで，受電端での進み無効電流を増加させ，受電端電圧を上

げることができる。 

(2) 送電線路において送電端電圧と受電端電圧が一定であるとすると，負荷の力

率が変化すれば受電端電力が変化する。このため，負荷が変動しても力率を調

整することによって受電端電圧を一定に保つことができる。 

(3) 送電線路での有効電力の損失は電圧に反比例するため，電圧調整により電圧

を高めに運用することが損失を減らすために有効である。 

(4) 進相コンデンサは無効電力を段階的にしか調整できないが，静止型無効電力

補償装置は無効電力の連続的な調整が可能である。 

(5) 電力系統の電圧調整には調相設備と共に，発電機の励磁調整による電圧調整

が有効である。 
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